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●  地 球 誕 生 以 来 46 億 年 間 、 気 候 は 変 動 し 続 け て い る  

地 球 の 気 象 変 動 は 、 人 間 の 活 動 に 関 係 し な い 自 然 由 来 の 、 太 陽 の 活 動 や 地 球 と 太 陽 の 位 置 関 係 の

周 期 的 変 動 、 火 山 活 動 や 大 規 模 隕 石 と の 衝 突 な ど が 存 在 し ま す 。  

温 度 計 の な い 時 代 で も 氷 床 コ ア ※ ０ や 樹 木 の 何 輪 な ど に 残 さ れ た 情 報 を 利 用 す る こ と で 、過 去 の 気

温 を 推 定 す る こ と が で き ま す 。 過 去 数 十 万 年 の ス ケ ー ル で は 、 温 暖 化 と 寒 冷 化 が 幾 度 も 繰 り 返 さ れ

て い る こ と が 知 ら れ て い ま す 。  

※ ０ 南 極 や グ リ ー ン ラ ン ド の 氷 床 か ら 取 り 出 さ れ る 氷 。過 去 の 大 気 組 成 や 気 温 な ど を 知 る 手 が か り と な り ま す 。

我 が 国 の 9～ 13 世 紀 は 現 在 よ り 暖 か く 、 一 方 16～ 19 世 紀 は 小 氷 期 で 我 が 国 で は 飢 饉 が 頻 発  

し ま し た 。 元 禄 、 天 明 、 天 保 の 大 飢 饉 で は 数 十 万 人 の 餓 死 者 が あ っ た と 言 わ れ ま す 。  

最 近 の 北 日 本 で は 1960～ 70 年 代 は 安 定 し て い ま し た が 、 80 年 代 か ら 5 年 間 隔 の 周 期 性 を  

持 っ て 冷 夏 と 暑 夏 が 頻 発 し て い ま す 。（ 北 海 道 農 業 研 究 セ ン タ ー の Ｈ Ｐ か ら ）  

 

●  人 間 活 動 が 原 因 の 温 室 効 果 ガ ス は 、 大 幅 に 増 加 し て い る  

人 間 活 動 が 原 因 と な っ て 排 出 さ れ た 温 室 効 果 ガ ス の 総 排 出 量 は 、1970～ 2004 年 の 間 に 70％ 増

加 し て い ま す 。 Ｃ Ｏ 2 の 排 出 量 で は 、 1970～ 2004 年 の 間 に 80％ 増 加 し て い ま す 。  

人 為 起 源 の 温 室 効 果 ガ ス で 最 も 重 要 な の は Ｃ Ｏ 2 で 、 化 石 燃 料 の 利 用 に よ る も の が 主 で す が 、 森

林 伐 採 、バ イ オ マ ス 腐 朽 ※ １ な ど か ら も 、17.3％ の Ｃ Ｏ ２ 排 出 が あ り ま す 。部 門 別 で は 、1970～ 2004

年 の 間 に エ ネ ル ギ ー 供 給 、輸 送 、工 業 か ら の 排 出 量 が 大 幅 に 増 加 し て ま す 。（ IPCC 第 ４ 次 報 告 か ら ）

  ※ １ バ イ オ マ ス 腐 朽 と は 、 森 林 減 少 後 に 残 る 地 上 バ イ オ マ ス （ 植 物 由 来 の 物 質 ） の 腐 朽 （ 分 解 ） か ら の Ｃ Ｏ ２

排 出 量 や 泥 炭 火 災 、 排 水 さ れ た 泥 炭 土 の 腐 朽 か ら 生 じ る Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 の こ と 。  
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●  二 酸 化 炭 素 や メ タ ン の 濃 度 は 増 え て い る  

大 気 中 の 二 酸 化 炭 素 、 メ タ ン の 濃 度 は 、 人 間 活 動 に よ っ て 1750 年 以 降 顕 著 に 増 加 し 、 現 在 で は  

氷 床 コ ア か ら 決 定 さ れ た 産 業 革 命 前 の 値 を は る か に 越 え て い ま す 。  

（ IPCC 第 ４ 次 報 告 か ら ）  

 
※ ２  正 の 放 射 強 制 力 は 地 表 面 を 暖 め 、  

負 の 放 射 強 制 力 は 地 表 面 を 冷 や す 。  

地 球 に 出 入 り す る エ ネ ル ギ ー の バ ラ  

ン ス を 変 化 さ せ る 影 響 力 を 示 す 。  

（ １ 平 方 メ ー ト ル あ た り ワ ッ ト 数 ) 

 

 

 

 

北 海 道 で は 19 世 紀 後 半 か ら 森 林 や 湿 原 の 開 拓 に よ っ て 約 120 万 ha と い う 広 大 な 農 地 を 獲 得 し 、

日 本 の 食 料 供 給 を 担 う 生 産 地 と し て 発 展 し て き ま し た 。そ の 一 方 で 、温 室 効 果 ガ ス の 吸 収 源 で あ る 森

林 を 伐 採 す る な ど 、 生 産 活 動 が 発 生 源 と な っ て い る こ と に つ い て 、 検 証 す る 必 要 が あ り そ う で す 。  

下 の グ ラ フ は 、湿 原 植 生 に 比 べ て 連 作 田 は ５ 倍 強 の 温 室 効 果 ガ ス が 発 生 す る と い う デ ー タ を 示 し た

も の で す 。湿 原 を 水 田 と し て 利 用 し て い る 地 域 で は 、生 産 活 動 に よ っ て 比 較 的 大 き く 環 境 負 荷 を 与 え

て い る こ と を 示 唆 し て い る も の で す 。  

農 業 生 産 を 維 持 し な が ら も 温 暖 化 を 緩 和 す る 対 策 と し て 、温 室 効 果 ガ ス 発 生 量 の 多 い 連 作 田 を 汎 用

化 し て 連 作 そ の も の を 解 消 す る 整 備 や 、連 作 田 か ら の 発 生 を 抑 制 す る 整 備 を 行 う こ と も 必 要 で は な い

で し ょ う か 。  

 

                        

              

 

 

 

（「 石 狩 川 泥 炭 地 の 土 地 利 用 と 温 室 効 果 ガ ス ～ 湿 原 、 水 田 、 転 換 畑 の 比 較 ～ 」 北 海 道 農 業 研 究 セ ン タ ー ）  

（ 参 考 http://cryo.naro.affrc.go.jp/outl ine/team/cl imate/result .html）  
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